
 

森
三
郎
の
「
一
人
相
撲
」
は
、
兄
の
森
銑
三
に
よ
る
松
岡
於
菟
衛

か
ら
の
聞
き
書
き
「
独
相
撲
」
（
『
大
道
芸
の
は
な
し
』
所
載
）
を
取

り
込
ん
で
、
一
日
の
様
々
な
出
来
事
の
中
で
主
人
公
の
少
年
の
心
が

揺
れ
動
く
様
を
描
く
作
品
で
し
た
。 

 

森
三
郎
が
『
赤
い
鳥
』
に
発
表
し
た
作
品
の
中
に
は
、
古
典
や
伝

説
・
昔
話
を
子
供
向
け
に
再
話
し
た
作
品
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
「
か
さ
さ
ぎ
物
語
」
（
一
九
三
一
年
十
二
月
号
）
は
「
三
河

の
高
浜
」
に
伝
わ
る
歌
の
由
来
を
子
ど
も
た
ち
に
語
る
と
い
う
形
式

を
と
っ
て
、
由
来
話
の
内
容
そ
の
も
の
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

作
「
織
女
の
伝
説
」
（
『
中
国
怪
談
集
他
』
所
載
）
を
再
話
し
た
も

の
で
あ
り
、
最
後
に
ま
た
高
浜
の
今
の
子
ど
も
達
の
様
子
を
描
い
て

い
ま
す
。
同
じ
く
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
作
「
大
鐘
の
霊
」
（
『
中

国
怪
談
集
他
』
所
載
）
を
再
話
し
た
「
鐘
」
（
一
九
三
一
年
十
月
号
）

は
、
北
京
の
大
鐘
寺
の
鐘
の
響
き
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
を
五
百
年

前
に
遡
っ
て
語
る
話
で
し
た
。
三
郎
の
「
鐘
」
は
原
話
の
構
成
に
忠

実
で
、
「
序
」
の
部
分
に
鐘
の
響
き
を
聞
く
現
在
の
北
京
の
母
と
子

を
登
場
さ
せ
、
「
本
論
」
で
五
百
年
前
の
話
を
述
べ
、
「
結
び
」
で

再
び
現
在
の
北
京
の
母
と
子
の
想
い
に
戻
る
形
式
に
な
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
「
か
さ
ぎ
物
語
」
は
ハ
ー
ン
の
「
鐘
」
の
構
成
を
踏

襲
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。 

同
じ
よ
う
な
構
成
の
再
話
物
に
「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
（
一
九
三
四
年

八
月
号
）
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
の
両
替
屋
の
七
歳
の
少
女
が
お
父
さ

ん
か
ら
も
ら
っ
た
四
文
銭
が
、
少
女
の
手
を
離
れ
路
地
に
落
ち
、
人

の
手
か
ら
手
へ
と
辛
い
旅
を
し
て
再
び
両
替
屋
に
戻
り
、
弟
の
二
文 
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次
回
「
森
三
郎
の
作
品
を
読
む
会
」
の
作
品 

 
「
銀
作
」（『
森
三
郎
童
話
選
集 

夜
長
物
語
』
所
収
） 

五
月
の
開
催
は
中
止
し
、
六
月
以
降
（
未
定
）
に
延
期
に
な
り
ま
す
。 

四
月
の
「
森
三
郎
の
作
品
を
読
む
会
」
は
三
月
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
図
書
館
の
休
館
の
た
め
、
休
会
に
な
り
ま
し
た
。 

二
〇
二
〇
年
三
月
の
「
森
三
郎
の
作
品
を
読
む
会
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
図
書
館
の
休
館
の
た
め
、
休

会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
号
で
は
第
９０
号
に
引
き
続
き
、
「
一
人
相
撲
」（
初
出
『
赤

い
鳥
』
一
九
三
三
年
七
月
号
）
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

銭
と
め
ぐ
り
あ
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
離
れ
な
い
よ
う
に
と
し
っ
か
り
く
っ
つ

い
た
四
文
銭
と
二
文
銭
を
、
初
め
の
場
面
の
両
替
屋
の
少
女
が
お
父
さ
ん
か
ら

根
付
と
し
て
も
ら
い
ま
す
。
「
序
」
と
「
結
び
」
の
場
面
に
江
戸
の
両
替
屋
の

七
つ
の
娘
と
四
文
銭
が
登
場
し
、
「
本
論
」
が
四
文
銭
の
旅
の
話
で
す
。
そ
の

銭
の
旅
の
話
は
黄
表
紙
・
唐
来
三
和
作
「
再
開
親
子
銭
独
楽
（
め
ぐ
り
あ
ふ
お

や
こ
の
ぜ
に
ご
ま
）
」
を
子
ど
も
向
け
に
再
話
し
た
も
の
で
し
た
。 

 

「
か
さ
さ
ぎ
物
語
」
は
現
在
と
い
う
時
を
前
後
に
置
い
て
、
言
わ
ば
額
縁
と
し
て

そ
の
中
に
ハ
ー
ン
の
「
織
女
の
伝
説
」
の
再
話
を
入
れ
込
み
、「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
は

前
後
に
江
戸
の
両
替
屋
と
い
う
場
面
を
額
縁
と
し
て
、
そ
の
中
に
唐
来
三
和
の
「
再

会
親
子
銭
独
楽
」
の
再
話
を
入
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
額
縁
部
分
に
子
供
を

登
場
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
本
論
の
再
話
部
分
に
子
供
た
ち
は
関
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
同
じ
よ
う
に
原
典
を
取
り
込
ん
だ
再
話
物
の
「
一
人
相
撲
」
は
、
こ
の
二

作
の
構
成
と
は
少
し
違
い
ま
す
。
松
岡
於
菟
衛
か
ら
の
聞
き
書
き
「
独
相
撲
」
を
そ

の
ま
ま
の
形
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
使
い
の
途
中
で
見
た
大
道

芸
の
一
人
相
撲
は
物
語
の
展
開
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
主
人
公
の
心
の
動
き

に
も
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
今
ま
で
の
再
話
物
か
ら
一
歩
進
ん
だ
童

話
と
し
て
の
森
三
郎
の
取
り
組
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
「
一
人
相
撲
」
の

発
表
さ
れ
た
三
か
月
前
の
一
九
三
三
年
四
月
号
か
ら
、
森
三
郎
の
作
品
の
傾
向
が
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
現
代
を
舞
台
に
し
た
「
少
年
少
女
の
心
理
を
描
く
リ
ア
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
作
品
」
（
酒
井
晶
代
『
森
三
郎
童
話
選
集 

か
さ
さ
ぎ
物
語
』
解
説
二
四
五

頁
）
が
発
表
さ
れ
始
め
ま
し
た
。「
一
人
相
撲
」
は
、
寺
子
屋
の
帰
り
に
お
使
い
に

行
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
作
品
の
創
作
と
い
う
新
し
い
手
法
で
、
少
年
の
心
の
動
き
を
描
い
て
い
る
意

欲
的
な
作
品
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
作
風
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
号
に
続
け
ま
す
。） 
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